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1.は じめ に

桂皮(ケ イヒ)は 「神農本草経」の上品に 「菌桂」および 「牡桂」の名で収

載 されD、 日本薬局方によると、本品は απηα椛om槻cαs8`αBlumeま た

はその他同属植物(.乙α㏄rαceαe)の樹皮をそのまままたは周皮を多少除いた

ものであり、日本市場のケイ ヒは主 として αππαmo翫 μπcαss`αBlumeを

原植物 とする広南桂皮であるが、なお同属近緑種でケイヒアルデ ヒドを含む数

種のものが輸入市場に見られる。従ってベ トナム桂皮、サイゴン桂皮、セイロ

ン桂皮なども包含されるよう規定 している。その性状は通例、半管状又は巻き

込んだ管上に皮片で、長さ5～50cm、 径1.5～5cm、 厚さ0.1～0。5cmで ある。

外面は暗赤褐色を呈 し、内面は赤褐色を呈 し、平滑である。破折 しやす く、折

面は赤褐色を呈 し淡褐色の薄層があり、やや繊維性である。本品は特異な芳香

があり、味は甘く、辛 く、後にやや粘液性で、わずかに収れん性である。ケイ

ヒの種類(採 集部位、産地)に よって厚さや外観が異なる。またケイヒアルデ



ヒ ドはケイヒ類共通の含有成分であるが、そのほかの成分は必ず しも共通でな

いので、ケイヒにより多少その芳香性や甘味、辛味、渋味などに差異がある。

辛味が強 く甘味があって渋味のないものが良品とされている。また極度に粘液

性の強いものは品質が劣るといわれている。

一方、桂皮(ケ イヒ)末 は日本薬局では、本品は 「ケイヒ」を粉末としたも

のであり、その性状 は赤褐色～褐色を呈 し、特異な芳香があり、味は甘く、辛

く、後にやや粘液性でわずかに収れん性である。また、 これらの原植物の葉

と小枝もしくは樹皮または αππαηzo肌醜2eッZα几ご侃 醗Nees¢ αωrαceα2)

の樹皮を水蒸気蒸留 して得た精油である。本品は定量する時、総アルデ ヒド

60v/v%以 上含み、その性状は黄色～褐色の液で、特異な芳香があり、味は

甘 くやくようであると日本薬局方2)に 収載されている2)。

桂皮(ケ イヒ)お よび桂皮(ケ イヒ)末 は主 として、漢方の処方:安 中散、

胃風湯、胃苓湯、菌薩五苓散、湯経湯、黄書建中湯、黄連湯、葛根湯、帰書建

中湯、桂枝湯、桂枝加葛根湯、桂枝加筍薬湯、桂枝加筍薬大黄湯、桂枝加市附

湯、桂枝加竜骨牡蛎湯、桂枝人参湯、桂枝秩苓丸、桂麻各半湯、堅中湯、牛膝

散、五積散、五苓散、紫胡桂枝湯、紫胡桂枝乾姜湯、紫胡加竜骨牡蛎湯、紫苓

湯、治打撲一方、灸甘草湯、十全大補湯、小建中湯、小青竜湯、折衝飲、桃核

承気湯、当帰湯、当帰建中湯、当帰四逆湯、当帰四逆加呉茱萸生姜湯、独活葛

根湯、女神散、人参養栄湯、八味地黄丸、麻黄湯、慧咳仁湯、苓桂甘喪湯苓桂

市甘湯などの処方に使用され、桂皮油は健胃薬に用いられる2)。

一方、桂皮油は菓子類、チューインガム、パ ン、飲料、ソース、漬物などの

着香料として用い、その性状は、淡黄色、揮発性油、シンナモ ン特有のにおい

と味を有 している。主成分はシンナ ミックアルデ ヒド62.2～75%、 オイゲノー

ル6～13.2で ある3)。 これ らの成分にっいてはケイ ヒ(シ ンナ ミック)ア ルデ

ヒ ド(60～75%)、 オイゲノール(4～10%)、 ピネ ンの記載 もある4)。以上の

ように化学分類学的、商品学的見地か らの分析科学的情報は極めて乏 しい。
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分析に当って、著者は、カヤツリグサ科植物の揮発性テルペノイ ドを分析

し、それ らの化合物を指標とした植物の化学分類を行ない報告 した5'12)。

今回、桂皮を試料として、生薬としてのケイヒ(シ ンナム)ア ルデヒドの評

価、また、桂皮を食品の香料とみたときの評価をア ミノ酸、糖質、 ミネラル

(陽イオン、陰イオ ン)、有機酸などをより自動化することにより、その精度

を向上させ、生薬の化学分類学的指標、また 「桂皮」の商品学的品質の評価方

法として検討 した。

2.試 料および方法

2.1試 料

試 料 は、 測 定 時 に以 下 の よ う に番 号 を つ け区 別 した 。

試 料No,1油 桂 皮(FC123118)、No.2東 興 桂 皮(DG132302)、No.3

広 南 桂 皮(FC132724)、No.4桂 通 桂 皮1(JL132122)、No、5桂 通 桂 皮2

(FC132630)、No.6セ イ ロ ン、No.7ベ トナ ム1、No.8広 西 、No.9

油 桂(中 国 産)、No.10企 辺 桂(中 国 産)、No.11ベ トナ ム2

2.2測 定 試 料 の調 整

2.2.1脂 溶 成 分 の抽 出

試 料5gを 、 ソ ッ クス レー 抽 出 用 の 円筒 形 濾 紙(Nc.84、28×100mm)に 秤

量 し、 ソ ッ ク ス レー 抽 出 器 を 用 い て π 一 ヘ キ サ ン:イ ソ プ ロ ピル エ ー テ ル

(1:1)混 合 溶 媒80認 で1.5時 間還 流 抽 出 した。 抽 出 液 は 減 圧 濃 縮 した後 、

内部 標 準 と して1%(W/V)ト リフ ルオ ロ メ トキ シベ ンゼ ン ・π一 デ カ ン溶

液1磁 を加 え 、 超 音 波 発 生 浴 上 で1分 間混 合 した もの をGC-MS測 定 試 料 と

した 。
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2.2.2水 溶 成 分 の抽 出

脂 溶 成 分 の抽 出残 渣0.5gを100認 の ビー カ ー に取 り、40磁 の蒸 留 水 で3分 間

撹 搾 抽 出 し、0,45μmメ ンブ ラ ンフ ィル ター で 濾 過 したGC-MS以 外 の 分 析

に は 、 この試 料 溶 液 を 用 い た。

2.3測 定 方 法

グ ル コ ー ス、 フル ク トー ス、 力 タ ラ ーゼ 、 タ ンパ ク質 の定 量 は遠 心 方 式 生 化

学 自 動 分 析 装 置COBASFARA(ROCH社 製)を 用 い て 行 った 。 グ ル コ ー

ス、 フ ル ク トー ス の 測 定 に は 食 品 分 析 酵 素 法 試 薬 「F一 キ ッ トグ ル コー ス」

(BMY社 製)を 用 い、 タ ンパ ク質 の測 定 に は ビ ュー レ ッ ト反 応 を 原 理 と した

「HA一 テ ス トワ コ ー 」(和 光 純 薬 社 製)を 用 い た。 ま た 力 タ ラ ーゼ 活 性 測 定

は 自家 調 整 した 試 薬 を 用 いてUV法(FADH-NADH)で 測 定 した 。

試 料 中 の 陰 イ オ ン(有 機 酸 を 含 む)、 陽 イ オ ンの 測 定 は 、 キ ャ ピラ リー電 気

泳 動 法(HPCE:Highperformancecapillaryelectrophoresis)に よ り

行 った 。使 用 機 器 は 、Waters社 製rQuanta4000CapillaryElectrophoresis

System」 に デ ー タ 処 理 シ ス テ ム 「820Jク ロ マ トグ ラ フ ィ ー ワ ー ク ス テ ー

シ ョン」 を接 続 した もの を 用 い た 。 陰 イ オ ンの 分 析 は、75μm×60cmの 溶 融 シ

リカ キ ャ ピラ リー を 用 い 、 ク ロム 酸 塩 泳動 バ ッ フ ァー 中 、30KV、5分 間 の 条

件 下 で 泳 動 を 行 った 。 陰 イオ ンの 検 出 に は 、254nmの 測 定 波 長 を用 い た 。 次

に 陽 イ オ ンの分 析 は 、75μM×60cmの 溶 融 シ リカ キ ャ ピ ラ リー を 用 い 、 ハ イ ド

ロキ シイ ソ酪 酸pH4、4中 で10KV、15分 間 の泳 動 を 行 った 。 陽 イ オ ンの検 出

に は214nmの 測 定 波 長 を 用 い た 。 得 られ た ク ロ マ トグ ラ ム は、 デ ー タ処 理 シ

ス テ ム に よ り、 標準 溶 液 を対 象 と して そ の ピー ク面 積 か ら各 イ オ ン濃度 を 算 出

した 。 試 料 中 の ア ミノ酸 分 析 は、 高 速 液 体 ク ロ マ トグ ラ フ ィ ー(HPLC)を

用 い た蛍 光 ポ ス トカ ラ ム 法 に よ り測定 した 。

使 用機 器 は 、 島津 高速 液体 ク ロマ トグラ フア ミノ酸 分 析 シス テ ム に オ ー トサ
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ン プ ラ ー(Waters717Autosampler)を 接 続 した 全 自動 シ ス テ ム を 用 い

た 。 溶 出条 件 は 、 イ オ ン交 換 カ ラ ム を 用 い たpH3.25、pH4.25、pH9.00の

3ス テ ップ グ ラ ジ ュエ ン ト方 式 と し、 蛍光 発 色 試薬 と してo一 フ タル ア ル デ ヒ

ド(OPA)を 用 いて 蛍 光 発 色 させ た 後 、 励 起 波 長350nm、 蛍 光 波 長450

nmで 検 出 した。 ま た 測 定 時 間 は、 一 試 料 当た り約2時 間で あ っ た。 脂 溶 成 分

の マ ス ス ペ ク トル の 測 定 は、 島 津 製 作 所 製GCMs-Qp2000Aを 用 い た。 カ ラ

ム はG-250(1.2mm×40m)オ ー プ ンチ ュー ブ カ ラ ム を 用 い 、80℃ か ら240℃

ま で 昇 温 して 、 イ オ ン加 速 電 圧 は2。5KV、 イ オ ン化 電 圧70eVの 条 件 下 で

測 定 を 行 っ た 。 含 水 率 の 測 定 は 、 島 津 製 作 所LIBROREB-280MOCを 用

い た。

3.結 果

表1に は 水 分 量 、 グ ル コー ス、 フ ラ ク トー ス、 総 蛋 白(ビ ウ レ ッ ト法)、 力

タ ラ ーゼ 活 性 測 定 値 、 表2に は一 価 、 二 価 陽 イオ ンお よ び陰 イオ ン、 表3に は

有 機 酸 、 表4に はア ミノ酸 、 表5に はGC-MSに よ る デ ー タ を示 し、Peak9

が 有 効 成 分 の シ ンナ ミ ックア ル デ ヒ ド(Cinnamicaldehyde)で あ った。

表1水 分lll、 グ ル コ ー ス 、 フ ラ ク トー ス 、総 蛋 白(ビ ウ レ ッ ト法)、 力 タ ラ ーゼ 活 性 測 定 値

CAT
U/1009

TP

㎎/100g

FRC

㎎/100g

GLC
mg/1009

含水率
%別

 

種S.No.

6

29

一

4

53
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34

8

22
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27,310

47,司70

23,100

25,420

93,070
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1,140
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1,220

1,410
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1,890

1,940

1,290
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2,000
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890
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61⑪

290

1,130

1,170

1,920
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12.66

14.13

12.97

15.72

14.21

10.09

12.36
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13.09

11.65
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油桂皮

東興桂皮

広南桂皮

桂通桂皮Nα1

桂通桂皮Nα2
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油桂(111国 産)

企辺桂(中II{1産)

ベ トナムNα2

 

0

1

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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表2一 価、二価陽イオ ンお よび陰イオ ン

KCaNaMgClSO4NO3CO3

㎎/100g㎎!100g㎎/100g㎎/100g㎎/100g㎎/100gmg/100g㎎/100g
別種S.No,

油桂皮

東興桂皮

広南桂皮

桂通桂皮Nα1

桂通桂皮Nα2

セイ ロン

ベ トナムNα1

広西

油桂(中 国産)

企辺桂(中 国産)

ベ トナムNα2
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1

1
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8

9

1

1

有機酸

乳 酸
㎎/100g

酢 酸
㎎/1009

コハ ク酸

㎎/100g

酒石酸

㎎/100g

クエン酸
㎎/100g

マ ロン酸

㎎/100g

桂皮酸

㎎/100g

 

別種

表3

S.No.

油桂皮
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広南桂皮
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ベ トナムNα1

広西
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表4ア ミノ酸

VAL

㎎/100g

ALA
mg/100g

GLY
mg/100g

PRO
mg/100g

GLU

㎎/100g

SER
mg/100g

THR

㎎/100g

ASP

㎎/100g
別種S.No,

油桂皮

東興桂皮

広南桂皮

桂通 桂皮Nα1

桂通桂皮Nα2

セイ ロン

ベ トナムNα1

広西

油桂(中 国産)

企辺桂(中 国産)

ベ トナムNα2
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ARG
mg/100g

LYS

㎎/100g

HIS
mg/100g

PHE

田g/100g

TYR

㎎/100g

LEU
mg/1DOg

ILE
mg/100g

MET

田g/100g
S.No.

S-11S-10S-9S-8S-7S-6S-5S-4S-3S-2

表5GC-MS一
S-1R.T.

内部標準

pek2
∩



4.考 察

表1に おいて含水率は乾燥の度合によるが大 きな差はなく、16.03～10,09%

であるが糖類についてはグルコース(GLC)で1。9～0.3gと 約6倍 の開きが

ある。フラク トース(FRC)もGLCと 同 じ傾向が認め られGLCの 高い も

のはFRCも 高 く、1。9～0.4gで 約5倍 の差が認められた。蛋白質(TP)に

ついては9.3～1.1g、 力タラーゼ活性は55～0で あった。

表2の 一価、二価陽イオンおよび陰イオンにっいても、一価陽イオンのナ ト

リウムイオン(Na+)、 カリウムイオン(K+)、 二価陽イオンのカルシウムイ

オ ン(Ca++)、 マグネシウムイオ ン(Mg++)、 陰イオ ンの塩素イオ ン(Cr)、

硝酸イオ ン(NO3-)、 二価陰イオ ンの硫酸 イオ ン(SO4-2)、 炭酸イオ ン

(CO3-2)に おいても場所によって著 しい差が認められた。

表3の 有機酸 ケイ ヒ(シ ンナム)ア ルデヒ ドの酸化体である桂皮酸、マロ

ン酸、クエン酸、酒石酸、コハク酸、酢酸、乳酸の分析においても著 しい差が

認められたが、表4の ア ミノ酸の分析においては大差は認められなかった。

表5GC-MSに よる揮発性成分の分析においてはピーク9の シンナムアル

デ ヒドの含量的には大差は認め られない。

日本薬局方による官能評価、芳香、味は甘 く、辛 く、後にやや粘液性で、わ

ずかに収れん性である内の芳香性については表5のGC-MSに よる評価が商

品評価につながるが、その他の官能評価を数値化することは極めて困難である

ことを示唆 している。官能評価をまず数値化 し、それに対 して分析値との相関

分析を実施することによって官能評価を分析値で表現が可能に成ると考えられ

る。 しか し、 ミネラルにっいてはその生育地に依存 していると考えられること

か ら、産地を知るための指標となり得る。
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